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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 寝屋川市立第十中学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      ■中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒５７２－０００３ 

      大阪府寝屋川市成田南町２０－７ 

  E-mail dai10@school.kyoiku.city.neyagawa.osaka.jp 

  Website                       

  児童生徒数  男子２２０名   女子２０４名  合計４２４名 

        児童・生徒の年齢１２歳～１５歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 ■ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

■ 防災 

■ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 
                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年の目標 

第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 

 地域教育 

 食育・福祉教育 

 世界遺産教育 

キャリア教育 

国際理解教育 

地域教育 

国際理解・貢献 

キャリア教育 

学 

習 

活 

動 

１学期 

 栄養やバランスのよい食事

について学習する。調理実

習・フィールドワークから地

域の方々との交流・体験を通

し、学習する。 

 

職場体験を経験して，様々な

働く人々の姿を通し大人社

会とかかわる中で，人は社会

で責任を果たし貢献してい

ることを知り，自分の将来の

生き方を考える機会とする。 

修学旅行で豊かな自然に出

会う。また体験学習する中で

自然環境と地域の特徴を知

り自分の地域にも目を向け

ていく。地元の人の願いを知

る事で地域に参画していこ

うという資質を養う。 

２学期 

世界遺産について調べ、まと

め・発表するなど多くのスキ

ルを体験することで社会性を

養う。 

姫路城を見学し、愛国心を養

う。 

故郷と世界とのつながりを

発見し、比較することを通し

て、国際社会における自国の

役割や位置づけを理解し、国

際人としてあるべき姿を学

んでいく 

国際社会における日本の役

割について、世界の国々と日

本との相互依存関係や開発

途上国とのつながり、国際協

力のあり方など資料や映像

等を活用し、総合的に学びを

深める。また、その内容をま

とめ発表する。 

３学期 

地域の高齢者とその暮らしを

支援する仕組みや人々と交流

することで毎日が健康で明る

い社会に繋がることを学んで

いく。 

高校訪問を行い，進路選択の

種類や方法を理解し、進路に

ついての意識を高め，自己の

問題点を振り返る。また，自

分の適性を把握し、進路につ

いて考える。 

様々な人たちや，地域の人と

の交流の中で，地域・社会の

人々の願いを知り，現在・将

来においてどのように生き

るかを考え・進路を決定して

いく。 

各 

教 

科 

等 

と 

の 

関 

連 

国 語 

言語により分析する力を育

む。 

言語により分析しまとめ，表

現する力を育む。 

言語により分析論理的文章

を作り，書き表したり，スピ

ーチをする 

社 会 

身近な地域の生活と世界的な

視野との関連に立って探求さ

せる。 

日常の社会生活と関連付け

ながら歴史や文化などにつ

いての見方や考え方の基礎

を作る。 

政治や経済についての見方

や考え方を成長させて生涯

にわたる学習を通して成長

させる態度を育てる 

数 学 
データを分析解析する力を育

む。 

論理的に筋道を立てて正し

い推論ができるようにする。 

さらに論理的に考察し表現

する能力を伸ばす。 

理 科 

自然の事物・現象に進んで関

わり，多様性や規則性を発見

したり課題を解決したりする

方法を学ぶ。 

観察・実験を行い，技能を修

得し，分析し，科学的見方考

え方を学ぶ。 

知識や技能を活用し，論理的

な思考力，判断力表現力など

を育成する。 

音 楽 

音楽を愛好する心情を育て

る。 

音楽に対する感性を豊かに

し人間と音や音楽との関わ

りとして音楽文化について

学ぶ。 

音楽文化についての理解を

深め諸外国の音楽文化を尊

重する態度を育む。 

学 校 教 育 目 標 

 

深く考え心豊かな逞しい人 
関 係 法 規 等 

日本国憲法 教育基本法 

学校教育法 学習指導要領 

県・市町村教育施策 

生 徒 の 実 態 

積極的に地域の行事・活

動などに参加している。

しかし自ら積極的に参

画しようとする態度は

まだ改善の余地がある。 

各学校において定める総合的な学習の時間の目標 

ユネスコスクールの活動目的である地球規模の諸問題に対処

できるような持続可能な社会の担い手をはぐくむ教育をめざ

す。 

総合的な学習の時間におけるめざす生徒像 

自律心、判断力、責任感を持った人間性をめざす 

他人との「関わり」「つながり」を尊重できる個人を育む 

保 護 者 の 願 い 

自ら学ぶ力をつけ，将来に

おいて社会に参加できる

資質を養う。 
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美 術 

対象を見つめ感じとったこと

を表現する力を育む。 

日本と外国の美術や文化の

よさや美しさなどを味わい

新たな価値や文化を創造す

る力を育む。 

諸外国の美術作品の鑑賞を

通して 

自国の文化のよさを説明し

たり他国の文化に共感・理解

する。 

保健体育 

心と体が相互に影響しあうこ

とを学ぶ。 

自主的に取り組むことで自

己の責任をはたそうとする

ことで健康・安全を確保でき

るようにする。 

体力の高め方，運動観察の方

法などを理解して，自己の課

題に応じた運動の取り組み

方を学ぶ。 

技術・家庭 

自己と家庭・社会のつながり

を重視してよりよい生活を送

るための態度を育てる。 

生活と技術とが地域社会と

深く関わっていることこと

に気づかせ，貢献する態度を

育む。 

課題を解決するために必要

な思考力，判断力を育て、生

活を工夫し創造する能力と

実践的な態度を育む。 

外国語 

事実関係を伝えたりものごと

について判断したりする活動

を行い，コミュニケーション

力をつける。 

具体的な場面や状況にあっ

た適切な表現を自ら考えて

言語活動ができるようにす

る。 

さまざまな考えや意見など

の中からコミュニケーショ

ンが図れる力をつける。 

道 徳 

粘り強く考え，解決しようと

する 

態度を育む。 

様々な体験や出会いの中で

夢や希望をもち自主的に考

え，自己に責任ある行動をと

れる態度を育む。 

社会の一員として，国際化の

時代で心の豊かさを持てる

生き方を育む。 

特別活動 

集団の一員としての生活作り

に参画しょうとする。 

学ぶこと・働くことの楽しさ

喜びを知り，将来の自立につ

なげる。 

自主的活動の場・機会の中で

相互協力・集団生活の在り方

を学び社会の一員としての

自覚を育む。 

外部の教育資源の活用  

地域との連携 

 

学校支援本部 

地域教育協議会 

社明運動推進委員会 

ＰＴＡ 

地域住民 

異校種との連携や交流 

民間企業等の出前授業 

地域人材の活用 

地域小学校・高等学校との連携 

地域ボランチア・協議会などと連携して

地域社会に参画しようとする意識を高

める。 

小中連携・ハートプログラム・校内行

事・ピアサポートなどで交流すること

で他者の良さを発見し、自分の良さを

自覚する機会となることが期待できる 

 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 

 

 

 

育てようとする資質や能力及び態度 

体系的な思考力 

持続可能な発展に関する価値観 

代替案の思考力 

情報収集・分析能力 

コミュニケーション能力 

地 域 の 願 い 

地域の人との交流を深め地

域に誇りを持ち現在・将来に

わたり貢献できる資質を養

う。 

地 域 の 実 態 

自然に恵まれ豊かな文化と歴史

がある地域。ボランテイア活動が

盛んである。 


